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■ 会 長 報 告         鈴木 舜光君 

 

 

 

 

 

 

 

白山ロータリークラブ創立 50周年記念例会 

参加報告 

＊4月 8日・9日の一泊二日の日程にて 島村

幹事・大長副会長・大塚副幹事・大塚 45周年

実行委員長私と 5人で参加してまいりました 

＊早朝 6 時に出発して 会場には 13 時 30 分頃

到着 14時からの記念講演「スポーツ庁長官・

鈴木大地氏」による「スポーツの価値を高める

ために」「東京 2020 とそれ以降に向けて」を

拝聴しました 

＊休憩後 16時より「50周年記念例会」が行われ 

開会点鐘の後 白山市への寄付・ロータリー

財団への寄付・白山市フェンシング協会への

寄付・・・等のセレモニーが行われました 

＊17時 30分より 会場を「グランドホテル白山」

に移し「創立 50 周年記念祝賀会」に出席し 

挨拶までさせて頂きました 

 台湾のロータリアンも ご夫婦で 34名も参加

して 楽しいひとときを過ごしました 

＊二日目は 少し観光をしてきました 松井秀喜

選手のミュウジアムと 大本山永平寺に参拝

してきました 案内の和尚さんに 

  「得
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」 

という言葉を教わってきました 

 「一つの事柄に出会ったら その事に集中して 

行動する たとえば 一つの技術に取り組ん 

だら その事だけを修行して 他のことは考え

ない 一点に集中することが大切であり 

行動している最中に その結果を考えたり

しない 結果は自然についてくる」 と言う

意味です 

白山ロータリークラブの皆様には 大変にお世話

になりました 

4月 22日の事をよくお願いして 帰ってきました 

以上が報告です 

■ 出 席 報 告         土屋 富士子君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

31／43 72.09％ 34／42 80.95％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○青島鉄君 ○石垣君 ○落合君 ○櫻井君 

○鈴木邦君 ○仲田晃君 ○仲田廣君 ○松田君 

○松葉隆君 大杉君 玉木君 間野君 

■ スマイル B O X        土屋 富士子君 

・3月 26日開催のＩＭで、皆様の御応援のおかげ

で地酒ソムリエに認定されました。藤枝ＲＣの

名誉を守ることができ、本当に安心しました。

ありがとうございました。    荒井 聡君 

・結婚記念のお祝い、そして今日は家内を例会に 

 お招きいただき有難うございます。気が付い

たら結婚 42 周年になっていました。思えば

いろいろな事はありましたが、ようやく落ち

着いてきたなという感じがあります。 

青島 克郎君 

・忘れてました。今日でした。早速メールをうち 

 ました。お誕生日おめでとう！！森下 敏顯君 

・妻への誕生プレゼントありがとうございます。

帰りの電車の中に置き忘れる事の無いよう、

しっかりと届けます。     大石 英典君 
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・結婚記念日のお祝いこれからも支えあって、 

良い人生を築いていきます。  松葉 義之君 

・プレゼントありがとうございました。金婚式まで 

あと９年。ひたすら耐えて頑張ります。 

平 和則君 

・結婚祝いありがとうございます。色んな事に 

 飽きっぽい私ですが、ヨメには飽きずに 44年も 

 夫婦は続いています。      青島 彰君 

スマイル累計額  １２７，４３２円 

★ 表 彰                          

《ポールハリスフェロー表彰》 

＄３０００達成 (ﾛｰﾀﾘｰ財団年次寄付) 

青島 克郎君  

 

 

 

 

 

 

 

 

＄３０００達成 (ﾛｰﾀﾘｰ財団年次寄付) 

村松 英昭君 

 

 

 

 

 

 

 

 

＄１０００達成 (ﾛｰﾀﾘｰ財団年次寄付) 

平 和則君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 入 会 式                    

 

 

本日、石川君が 

入会されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 石川
いしかわ

 茂樹
し げ き

 

勤務先 ジブラルタ生命保険㈱ 

役 職 営業課長 

勤務先住所 藤枝市青木 2-7-4 2F 

 

 

■ 地 区 研 修 協 議 会 報 告        

 

次年度会長 

大長 昭子君 

 

次年度幹事 

大塚 高弘君 

 

4 月 2 日(日)、10:00～16:00、焼津文化会館で

地区研修・協議会が開催され新年度の会長・幹事、

各委員会の委員長又は代理者が参加致しました。 

プログラムは、午前に全大会、午後は 8分科会・

全大会と進められ、全大会では、3 月 18 日に

焼津グランドホテルで開催された「会長エレクト

研修セミナー」の内容とほぼ同じでしたので 3月

22日発行のクラブ会報をご覧ください。 

また、ガバナー補佐訪問・会長幹事会等の日程が

示されましたので年間プログラムの中に落とし

込み完成していきたいと思います。 

午後の分科会については、各分科会に参加した

委員長等に報告していただきます。 
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 社会奉仕 

  土屋 富士子君 

 

 

４月２日焼津文化会館で行われました地区協議会

に社会福祉委員会に参加させて戴きました。 

社会奉仕委員会は、ホテルアンビアに移動し

委員会を行い、講師のパストガバナー岡本氏が

お話をされ、各クラブから現在行っております

社会奉仕の発表があり、私は現在我がクラブの

活動、静岡産業大学の冠講座を発表してまいり

ました。 

 

 

 

 

国際奉仕 

  青島 彰君 

 

 

国際奉仕委員会分科会は松風閣で行われました。 

 次年度国際奉仕委員会では次年度事業は各

クラブの国際奉仕事業についてのアンケートを

収集した上で決定をするようです。当クラブでは

４０周年事業として石垣、大塚高両会員がバン

グラディッシュの青少年に対して学用品他の

支援品を届けた経過を報告しました。 

 席上、継続事業として行っているクラブも

ありました。ただし、補助金を使って行う場合は 

採択までかなり時間が掛かり事前の準備が大変

との意見が多数でました。他クラブの奉仕活動の

状況は参考になった分科会でした。 

 

 

 

 

 ロータリー財団 

江﨑 晴城君 

 

 

○ロータリー財団への 4つの寄付 

1.「年次基金 」150ドル/人目標に 

2.「ポリオプラス」 30ドル/人目標に 松村ガバ 

ナーが重点を置いている 

3.「恒久基金 」ベネファクター 運用基金 

4.「ロータリーカード加入」 

○なぜロータリー財団に寄付しなければいけない

のか 

日本ではロータリーを親睦団体としてみる向きも

あるが、奉仕団体としての位置付けが第一である 

規定審議会での議論でも取り上げられたとおり、

今までの職業奉仕としてのロータリアン個人と

してだけではなく、ロータリー団体としての

奉仕を求められている。ここ近年の変化であるが、

世界的にはとっくに変化している。 

ロータリーとして奉仕をしようとすれば寄付が

必要になる。奉仕のための寄付は車の両輪である。

その寄付金を奉仕のために使う(下ろす)ために

一時的に預ける先が財団である。 

財団はワールド基金と広域地区基金に分けそれ

ぞれ 1/2 とし、その広域地区基金をグローバル

補助金と地区補助金(未来の夢計画)としてそれ

ぞれ 1/2 使われる。すなわち、寄付の 1/4 が

地区補助金となるため、クラブが使わなければ

損となる。 

○補助金を活用してほしい 

クラブが活発な奉仕活動をしていれば入会への

関心も高まり、出来るだけ多くの会員に参加して

もらうことで会員のモチベーションが高まり、

ロータリーの活動が地域で広く知ってもらえる

機会となる。 

「グローバル補助金または地区補助金を利用した

プロジェクトを少なくとも 1 件提唱すること」

と 17-18 年度国際ロータリー会長から奉仕活動の

なかで、達成が求められている。 

奉仕プロジェクトとの連絡が望ましい。 

○ロータリーカード加入を 

2026 地区は日本の 34 地区のなかで第 2 位の

加入実績。 

カード使用金額の 0.3 パーセントがポリオ撲滅の

ための基金となる。 

2017 年 1 月現在の実績で 2620 地区静岡第五分区

のなかで今まで最低は島田だったが、藤枝クラブ

の 3 件は最低数となってしまった。ちなみに地区

トップは焼津の 24。藤枝南は 6件である。 

委員長曰く、「使わないからいらない」と言う方が

多い。使わなくて良いカードだけまずはつくって

ほしい。手許にカードを持っていれは必ず便利に

使用するようになる。各クラブの委員長はまず

申し込み頂き、クラブメンバーに広めてほしい。 

○今後の事業計画について 

冊子の 60ページ参照のこと 
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米山記念奨学 

  竹田 勲君 

 

 

 

1967年に財団法として設立され、今年 50周年を

迎える 

 

2015～16年度 2620地区寄付実績 

全国 32地区中 15位で 15,089円です。 

1位は、2760地区 愛知県で 44,399円です。 

 

全国平均の推移 

2009年 14,475円  2010年 14,600円 

2011年 14,624円  2012年 15,046円 

2013年 15,200円  2014年 15,996円 

2015年 17,779円 

 

2620地区 目標 16,000円/年 普通 4,000円 

特別 12,000円 

藤枝 RC ２０１５～１６年度 14,000円 

内 2,000円会費より 

 

 

 

 

 

職業奉仕 

  山田 賀昭君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新会員 

  村松 繁君 

 

 

 

 

 

 

 

結婚記念日 

おめでとうございます 

 

 

 

＜青島彰ご夫妻＞ 

 

 

 

 

 

 

＜青島克ご夫妻＞ 

 

 

 

 

 

 

＜松葉義ご夫妻＞ 
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白山 RC 創立 50 周年記念祝賀会 

 

日 時：4月 8日㈯ 

参加者：鈴木 舜光会長 

    大長 昭子副会長 

    島村 武慶幹事 

    大塚 高弘副幹事 

    大塚 博巳 45周年実行委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／池ノ谷君） 


